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■問農業委員会事務局（農業振興課内：市役所４階）☎32-2159■問地域づくり推進室（市役所３階）☎32-2032

農業委員・農地利用最適化推進委員

　任期満了に伴い、新しい農業委員 19人と、農地利用最適化推進委員（以下、推進委員）35人を選任
しました。任期は令和５年７月 19日までの３年間です。農地の売買や転用、貸し借りなど、お気軽にご
相談ください。
担当地区と氏名

地域運営組織とは
　地域の生活や暮らしを守るため、連合町内会支部の区域を１つの単位として、地域が抱える課題の解決
に向けた取り組みを実践する組織です。現在 13の地域が取り組んでいます。
　個人や団体が「できる」ことを持ち寄り、地域内の「困りごと」を楽しみながら解決し、暮らしやすい
地域づくりを目指しています。地域運営組織に興味のある地域は、お気軽にお問い合わせください。
地域と主な取り組み

農業委員の活動
⃝農地の権利移動に関する許可
⃝農地転用の審議など

　推進委員の活動
　⃝農地の集積、集約化
　⃝耕作放棄地の発生防止、解消など

を紹介します
新

担当地区 農業委員 推進委員

津
山
地
域

東津山・城東
・城南・中央
・鶴城・城北
・城西・西苫
田・東苫田

大山　正志
（大田）

木下　稔
（野介代）

寺谷　政史
（小田中）

永礼　淳一
（沼）

高倉・神庭・
滝尾・成名・
高野

髙山　一英
（綾部）

小島　仁太郎
（高野山西）

高山　武仁
（上高倉）
田淵　誠
（吉見）

安達　正美
（堀坂）

藤井　裕一
（野村）

葊瀬　洋一
（近長）

神田　眞似
（高野本郷）

二宮・院庄・
佐良山・福岡
・福南・河辺

池田　幸正
（下田邑）

坂本　弘治
（日上）

秋田　住夫
（院庄）

石本　惠二
（神戸）

山根　生暉
（平福）

中村　真也
（国分寺）

広野・大崎 井家上　淑子
（福井）

葊野　恒夫
（田熊）

本山　寛文
（中原）

田邑・一宮・
高田

仁木　紹祐
（山方）

長森　健樹
（上横野）

髙畑　亨
（上田邑）

大畑　和久
（西田辺）

中井　秀男
（上横野）

担当地区 農業委員 推進委員

加
茂
・
阿
波
地
域

上加茂・新加
茂・西加茂・
東加茂・阿波

山下　英男
(加茂町齋野谷)

竹内　隆一
(加茂町下津川)

寺元　久郎
(加茂町楢井)

小原　広久
(加茂町山下)
大内　隆次

(加茂町齋野谷)
平山　俊策
(加茂町中原)
児玉　伸正
(加茂町桑原)
長龍　義敬

（阿波）

勝
北
地
域

新野・広戸・
勝加茂

尾島　宏明
（新野東）

堀江　政由
（市場）

岡田　成子
（原）

芦田　創
（西中）

内田　吉信
（新野山形）
山本　嘉兼

（大岩）
杉浦　武
（大吉）

土井　京三
（杉宮）

宮野　富雄
（下野田）

久
米
地
域

大井西・大井
東・大倭・久
米・倭文東・
倭文中

筒塩　清美
（一色）

植本　幸男
（神代）

大﨏　毅
（久米川南）

太田　裕恭
（油木上）

河本　葊道
（坪井下）

光成　美文
（中北下）

藤本　淑哉
（南方中）

村井　健二
（宮尾）

桂木　英一
（戸脇）
井上　進
（里公文）

吉野　夏己
(岡山市北区)

地域運営組織の取り組みを紹介します
～みんなで支え合い、助け合う地域づくりを目指して～

◀子どもがさまざまな体験をする「たかくらフリー塾」

地域名 主な取り組み

阿　波 高齢者の移動支援、移動販売での高齢者の買い物・見守りの支援など

高　倉
（写真①）

小学生の長期休暇中の体験の場「たかくらフリー塾」、耕作放棄地活用「耕せプロジ
ェクトＩＭＯ」など

城　西
（写真②）

高齢者などの生活支援 「おたすけ隊」事業、子育てサロン「さくらんぼ」、地区防災
計画など

上加茂
（写真③）

空き家片付けワークショップ、生活支援の仕組みづくり、高校生・大学生との交流
など

佐良山 皿川カヤック乗り体験、「遺
の こ

したい美しい佐良山の四季・景観展」の開催など

田　邑
（写真④）

住民アンケートによる課題の掘り起こし、地域住民の集いの場「テントカフェ」、「田
邑ええとこ写真展」など

新加茂 芋掘り交流会、ふるさと再発見ウォーク、地域づくり講演会など

院　庄 夏休みの子どもの居場所づくり「わくわく教室」、出前カフェ「めぐりん」など

二　宮 「子育て、高齢者への対応」「歴史」「観光」の３本の柱での取り組み

大　崎 三世代交流ウォーキング、ふらっとカフェ、視察研修など

広戸西 ウォーキング大会、防災講習会、三世代交流甘酒祭など

鶴　城 地域周辺の史跡を巡る歴史ウォーキングの開催など

高　田 特産品づくり、地域の歴史研究と発表など

▲地元の高校生も参加す
　る空き家片付けワーク
　ショップ

▲利用する子どもが増え
　ている子育てサロン
　｢さくらんぼ｣

▲地域の現状、課題、ニー
　ズが明確になった住民ア
　ンケートの結果発表会

①① ②② ③③ ④④


